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市民病院だより
大崎市民病院理念・基本方針

【病院理念】
～市民が安心できる医療の提供～

【基本方針】
市民に適切な医療の提供

地域に貢献する医療の構築
健全経営の確保

①

問　総務課総務係　２３- ３３１１（内線３５０３）

ふれあい健康フェスティバルを開催しました

　今年で 3回目の開催となる「ふれあい健康フェスティバル」

を 11 月 3 日 ( 土 ) に行いました。

　当日は、秋晴れに恵まれ、午前 10 時のオープニングととも

にたくさんの方がご来場され、血管年齢測定などの各種体験コ

ーナーはスタートから大変なにぎわいでした。

　当院では、患者さんや地域の方々に病院を身近に感じてもら

うため、毎年開催している本フェスティバルでは、院内各所に

職員が企画するイベントや体験ブースを設置し、来場者の方に

普段とは雰囲気の違う病院をお楽しみいただきました。

　今後もこのフェスティバルなどの行事を通じて地域住民の皆
さんと交流を深め、皆さんに愛される病院を目指して努力して
まいります。　
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　　　　　　　　平成２９年度大崎市病院事業会計決算の概要についてお知らせします。

当病院事業は、各医療施設がそれぞれの機能分担を図りながら、地域の医療ニーズに応えるべく医療機能の充実に

努めてきました。本院においては、平成２８年度に医療の質の向上を目指し受審した、病院機能評価の認定を受けたこ

とによる新規施設基準の取得や、外来化学療法の増加による診療単価の伸びから医業収益が増加しました。その一方で、

500 床フル稼動に向けた継続的な医療スタッフの確保や、抗がん剤などの高額薬品の使用量が増加したことにより医

業費用も増加しました。この結果、病院事業収益は２３９億５，１７８万円、病院事業費用は２３７億７，８８３万円、

差引で１億７，２９５万円の純利益を計上することができ、病院事業全体の総収支では、平成２８年度に大崎市が策定

した「新大崎市民病院改革プラン」の目標値を大きく上回り、新本院移転後初めての黒字決算となりました。

さらに、「新大崎市民病院改革プラン」に基づき、岩出山分院のリハビリ施設建設に向けた実施設計に着手すると

ともに、病院事業の具体的な行動計画となる「病院ビジョン」の策定に向け取り組みました。

今後は、岩出山分院のリハビリ施設建設や、鳴子温泉分院の建替えを計画的に実行するととともに、「病院理念」

に基づく病院運営を念頭に、地域の実情の的確な把握に努めながら、本院、分院及び診療所の機能維持と連携強化を

図り、市民が安心できる地域医療の向上に貢献してまいります。

資本的収支〈税込〉

収益的収支〈税抜〉

Ｈ29年度 Ｈ28年度 増 減

12,961 人 10,976 人 1,985 人

　 　 病 院 事 業 会 計 決 算 の 概 要平成 29 年度

問  経営企画課財政係 　２３- ３３１１　（内線３７０６）

決算概要
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【収益的収支】
　医療サービスの提供やこれに付随する事業など、病院の１年間の経営活動によって生じた収益を「収益的収入」、
また、これらの収益を生むために要した費用を「収益的支出」といいます。　「収益的収支」とはその差引額の
ことで、１年間の病院の経営成績を表します。（収入が支出を上回れば「黒字」、下回れば ｢赤字 ｣です。）

【資本的収支】
　医療機器の購入や施設整備に要する支出、また、医療機器購入等のために借入れした企業債の元金返済に要
する支出を「資本的支出」、この財源となる企業債や一般会計からの補助金を「資本的収入」といいます。

【病床稼動率】
　病院のベッドがどの程度効率的に稼動しているかを示す数字です。１００％に近いほど空いているベッドが
無い状態で利用されていることになります。病院の経営の質を示す指標として活用されます。

 １日平均患者数及び病床稼働率の推移

【資本的収支不足額】
　収益的収支における現金の支出を伴わない費用（減価償却費や資産減耗費など）の計上により企業内部に留
保される資金（損益勘定留保資金）などで補てんされます。

Ｈ29年度 Ｈ28年度 増 減

入

院

延べ患者数（人） 207,769 210,861 △ 3,092

1日平均患者数（人） 569.2 577.7 △ 8.5

病床稼働率（％） 78.3 79.6 △ 1.3

外

来

延べ患者数（人） 356,960 360,551 △ 3,591 

1日平均患者数（人） 1454.1 1474.3 △ 20.2

Ｈ29年度 Ｈ28年度 増 減

12,961 人 10,976 人 1,985 人

　健康管理センター年間利用者数

　病院事業全体
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現在本院に通院中の患者さんのうち、状態が安定した

方については随時地域の医療機関（かかりつけ医）に紹介

をさせていただいておりますが、担当医から地域の医療

機関に紹介する旨の説明があった患者さんのうち、当院

での通院を継続された場合、受診の都度、医療費の自己

負担に加え、２，７００円（税込）をご負担いただくこと

もあります。

～かかりつけ医をお探しの方へ～
当院では、地域の先生方と日頃の診療や研修会などを通じて連携を深めております。市民病院の「登録医」、

さらには市民病院小児科医師による研修会を受講され、「こどもサポート医」として登録している医療機関をホ
ームページ及び本院 1階新患受付付近にて情報提供しておりますので、ご覧のうえぜひご活用ください。

問　地域医療連携室　２３- ３３１１　（内線１２０２）

①再診時に２，７００円を
ご負担いただく場合があります。

大崎市民病院鳴子温泉分院
新病院建設事業について

本院を受診する際は、地域の医療機関（かかりつけ

医）からの紹介状が必要です。紹介状がなく受診を希望

された場合、医療費の自己負担に加え、５，４００円（税

込）をご負担いただくこともあります。

また、診療予約のある患者さんを優先していますの

で、待ち時間が発生しますことをあらかじめご了承く

ださい。

②小児科を含め全ての診療科で

紹介制になりました。

国の制度改正に伴い、10 月１日から
市民病院本院の受診方法が変わりました
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問 鳴子温泉分院管理課    ８２ー２３１１


